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素早い力発揮能力と力発揮の正確性について

日本体育学会第６９回大会

背景および目的

最大筋力を左右同時に発揮した場合、左右の合計
値は、一側単独で最大筋力を発揮した場合よりも
小さくなる（両側性機能低下）。

最大下での素早い力発揮および力発揮の正確性に
両側性機能低下が及ぼす影響は不明な点が多い。

特に、発揮筋力の違いによる影響については詳細
に検討されていない。

両側同時および一側単独の最大下での素早い
力発揮能力と力発揮の正確性について異なる
筋力発揮レベルから明らかにする。

方 法

実験参加者：大学生７名（右利き）

結果及び考察

力発揮の正確性の指標（CE,AE,VE）に一側性および両側性
の違いは左右ともに認められなかった。

 RFDは左右共に力発揮強度において有意な主効果が認めら
れ、力発揮強度の増加に伴う増大を示したが、一側性およ
び両側性の違いは左右ともに認められなかった。

 RFD/Pは右手において有意な交互作用が認められ、30％MVC
条件で両側性が一側性よりも有意に低値を示した。

 RFDは発揮筋力に影響されることから、発揮筋力を考慮し
た指標であるRFD/Pが素早い力発揮における両側性機能低
下の影響を顕著に反映したのかもしれない。

分析項目
・Rate of Force Development (RFD)の最大値
・RFDをそれぞれの試技で発揮された筋力で除し
た値（RFD/P）
・目標筋力と発揮された筋力の定常誤差（CE）、
絶対誤差（AE）、変動誤差（VE）

最大下での両側同時の素早い握力発揮は、一側単独と比較して
低強度での素早い力発揮能力を低下させるかもしれない。

実験課題
・最大筋力の30％、50%、70％を目標とした出来る
だけ素早い握力発揮
・目標力発揮強度は、一側単独および両側同時試
技ともにそれぞれで測定された最大筋力を基準と
した。
・試技は立位で発揮筋力が確認できるようにモニ
ターの前で実施した。
・それぞれの目標筋力で、右手のみ、左手のみ、
両側同時での素早い握力発揮を計30回ずつ実施し
た。10回を3セットランダム。

太田 洋一 （静岡福祉大学）
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要因１：一側or両側

要因２：力発揮強度

最大筋力 一側（31.4kg）>両側（30.8kg） p<0.05
±7.2 ±7.6
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